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※システムなどの都合により各種通知などの元号
が平成として表記されている場合があります。

会
員
募
集

　
◆
東
久
留
米
ペ
ン
習
字
会　
第
１
・

第
３
月
曜
・
水
曜
日
の
午
前　
時
～
正

１０

午
他
、
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
。
入
会

金
３
０
０
円
、
会
費
月
２
７
１
０
円
他
。

午
後
の
場
合
も
あ
り
。
つ
け
ペ
ン
と

ボ
ー
ル
ペ
ン
。
初
級
か
ら
上
級
ま
で
。

詳
し
く
は
河
端
☎
４
７
５
・
８
４
５
５

へ
。
　
◆
剣
道（ 
雅  
心  剣  友  
会 ）　
毎
週
日
曜

が 
し
ん け
ん ゆ
う か
い

日
午
前
８
時
～　
時
と
土
曜
日
午
後
５

１１

時
～
７
時
他
、
第
五
小
学
校
で
。
入
会

金
９
０
０
円
、
会
費
月
１
０
０
０
円
。

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
ど
な
た
で
も
歓

迎
。
一
度
見
学
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は 
三  
瓶 ☎
４
７
２
・
４
０
５
２

さ
ん ぺ
い

へ
。
　
◆
大
正
琴（
和 
会
    

）　
月
２
回
。
月
曜

な
ご
み

ま
た
は
木
曜
日
の
午
前　
時
～
午
後
４

１０

時
、
八
幡
町
地
区
セ
ン
タ
ー
他
で
。
入

会
金
１
５
０
０
円
、
会
費
月
３
５
０
０

円
他
。
数
字
譜
で
ど
な
た
も
簡
単
に
弾

け
ま
す
。
初
心
者
歓
迎
。
無
料
講
習
あ

り
。
見
学
可
。
詳
し
く
は
渡
辺
☎
４
７

５
・
６
４
７
５
へ
。

　
◆
民
舞
踊（
メ
ダ
カ
の
会
）　
毎
週
木

曜
日
午
後
１
時
～
４
時
、
西
部
地
域
セ

ン
タ
ー
で
。
入
会
金
２
０
０
０
円
、
会

費
月
１
０
０
０
円
。
楽
し
く
和
気
あ
い

あ
い
で
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
須
田

☎
４
７
２
・
８
１
８
９
へ
。

　
◆
空
手
教
室（
公
式
ル
ー
ル
派
）　
月

曜
日
が
神
宝
小
学
校
、
火
曜
日
が
小
山

小
学
校
、
木
曜
日
が
第
一
小
学
校
、
金

曜
日
が
下
里
小
学
校
で
、
い
ず
れ
も
午

後
６
時
～
７
時
半
。
日
曜
日
が
午
前　
１０

時
～　
時
半
、
第
二
小
学
校
で
。
入
会

１１

金
１
０
０
０
円
、
会
費
月
２
０
０
０
円

他
。
２
歳
児
か
ら
高
齢
者
ま
で
。
基
礎

か
ら
無
理
な
く
指
導
。
詳
し
く
は 
依  
岡 

よ
り お
か

☎
０
９
０
・
３
２
２
３
・
９
４
６
７
へ
。

催

し

　
◆
夏
休
み
ラ
ジ
オ
体
操
体
験
会
（
六

仙
公
園
ラ
ジ
オ
体
操
会
）　
７
月　
日
２０

（
土
）
～
８
月　
日
（
土
）、
六
仙
公
園

３１

で
。
参
加
費
無
料
。
夏
休
み
は
み
ん
な

一
緒
に
ラ
ジ
オ
体
操
。
涼
し
い
う
ち
に

時
間
を
有
効
に
過
ご
そ
う
。
詳
し
く
は

糸
川
☎
４
５
８
・
４
１
５
４
へ
。

　
◆A

rt
in
C
ountry

of
T
o

ア
ー
ト 

イ
ン 

カ
ン
ト
リ
ー 

オ
ブ 

ト
ウ

kyo
2019

（
同
実
行
委
員
会
）　
７

キ
ョ
ウ

月　
日
（
火
）
～
８
月
４
日
（
日
）
午

３０
前　
時
～
午
後
８
時
、
駅
北
口
正
面
ビ

１０
ル
２
階
と
１
階
東
側
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
。

入
場
料
は
イ
ベ
ン
ト
が
５
０
０
円
、

ギ
ャ
ラ
リ
ー
は
無
料
。
東
京
の
島
と
市

を
つ
な
ぐ
ア
ー
ト
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
。

詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。
詳
し
く
は 
神  
藤 ☎
０
９
０
・
３
０

じ
ん ど
う

５
６
・
８
１
２
４
へ
。

　
◆
第　
回
夕
涼
み
会
（
同
実
行
委
員

２７

会
）　
８
月
３
日（
土
）午
後
５
時
～
８

時
、
東
京
学
芸
大
学
附
属
特
別
支
援
学

校
校
庭
第
１
グ
ラ
ウ
ン
ド
（
氷
川
台
１

ノ
６
ノ
１
）
で
。
入
場
料
無
料
。
出
展

多
数
あ
り
ま
す
。
花
火
は
午
後
７
時
半

か
ら
の
予
定
。
詳
し
く
は
中
尾
☎
４
７

１
・
４
８
８
３
へ
。

庭
な
ど
を
、「
か
け
こ
み
ハ
ウ

ス
」
と
し
て
登
録
し
て
い
ま
す
。

現
在
、
市
内
全
域
に
約
１
９
０

０
件
の
登
録
が
あ
り
、
目
印
と

し
て
玄
関
な
ど
に
黄
色
い
ス

テ
ッ
カ
ー
を
表
示
し
て
い
ま
す
。

協
力
家
庭
は
随
時
募
集
し
て
い

　
市
で
は
、
各
中
学
校
地
区
か
け

こ
み
ハ
ウ
ス
実
施
委
員
会
（
構
成

員
は
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
学
校
、
自
治
会
、

商
店
会
、
地
区
青
少
年
健
全
育
成

協
議
会
な
ど
）
と
協
力
し
て
、
子

ど
も
が
身
の
危
険
を
感
じ
た
と
き

に
一
時
的
に
避
難
で
き
る
協
力
家

ま
す
。

　
地
域
の
皆
さ
ん
の
参
加
・
協

力
が
あ
っ
て
こ
そ
、
子
ど
も
た

ち
を
犯
罪
か
ら
守
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
を
地
域

で
守
る
「
か
け
こ
み
ハ
ウ
ス
」

へ
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

　
詳
し
く
は
児
童
青
少
年
課
児

童
青
少
年
係
☎
４
７
０
・
７
７

３
５
へ
。

臆

俺

牡

卸

桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶

桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶

乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙

乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙

　

歳
前
に
初
診
日
が
あ

２０る
障
害
基
礎
年
金
の 

受
給
権
者
の
方
へ

　
平
成　
年
度
か
ら
「
障
害
状

３１

態
確
認
届（
診
断
書
）」な
ど
の

手
続
き
が
変
更
さ
れ
ま
す
（
こ

の
取
り
扱
い
は
誕
生
月
が
８
月

以
降
の
方
が
対
象
で
す
）。

　
①
所
得
状
況
届
の
提
出
が
必

要
な
く
な
り
ま
し
た
。
日
本
年
金

機
構
が
市
か
ら
所
得
情
報
を
受
け

る
こ
と
と
な
っ
た
た
め
、
原
則
と

し
て
提
出
不
要
と
な
り
ま
し
た
。

た
だ
し
、
前
年
分
の
所
得
情
報
の

提
供
が
得
ら
れ
な
い
と
き
は
、
所

得
状
況
届
の
提
出
が
必
要
に
な
り

ま
す
。

　
②
こ
れ
ま
で
７
月
末
が
提
出
期

限
だ
っ
た
障
害
状
態
確
認
届
（
診

断
書
）
の
提
出
時
期
が
誕
生
月
の

月
末
に
変
更
に
な
り
ま
す

　
③
障
害
状
態
確
認
届（
診
断
書
）

の
作
成
期
間
が
１
カ
月
以
内
か
ら

３
カ
月
以
内
に
拡
大
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
ま
で
６
月
末
頃
に
送
付
し
て

い
た
障
害
状
態
確
認
届
（
診
断

書
）
の
用
紙
は
今
後
、
誕
生
月

の
３
カ
月
前
の
月
末
に
送
付
さ

れ
ま
す

　
④
障
害
給
付
額
改
定
請
求
書

に
添
付
す
る
診
断
書
の
作
成
期

間
が
、
提
出
す
る
日
の
１
カ
月

前
以
内
か
ら
３
カ
月
前
以
内
へ

拡
大
さ
れ
ま
し
た

　
※
提
出
期
限
を
過
ぎ
る
と
、

障
害
基
礎
年
金
の
支
払
い
が
一

持
的
に
止
ま
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
　
詳
し
く
は
武
蔵
野
年
金
事
務

所
☎
０
４
２
２
・
５
６
・
１
４

１
１
へ
。

　
市
は
、
東
村
山
都
市
計
画
道
路

事
業
３
・
４
・　

号
小
平
久
留
米

２１

線
お
よ
び
東
村
山
都
市
計
画
道
路

事
業
３
・
４
・　

号
田
無
久
留
米

１２

線
（
さ
い
わ
い
通
り
か
ら
小
山
通

り
ま
で
の
間
）
に
つ
い
て
、
都
市

計
画
道
路
事
業
の
認
可
を
取
得
し

ま
し
た
。
な
お
、
認
可
後
は
、
事

業
地
内
に
お
い
て
都
市
計
画
法
第

　
条
に
よ
る
建
築
制
限
が
か
か
り

６５ま
す
。

　
事
業
施
行
期
間
は
５
月　
日
～

３０

９
年
３
月　
日
で
す
。

３１

　
【
関
係
図
書
の
縦
覧
期
間
・
時

間
】
土
曜
・
日
曜
日
、
祝

日
、
年
末
年
始
を
除
く
９

年
３
月　
日
ま
で
の
午
前

３１

８
時
半
～
午
後
５
時　
分
１５

　
【
縦
覧
場
所
】都
市
計
画

課
（
市
役
所
５
階
）

　
【
施
行
者
】東
久
留
米
市

　
【
事
業
の
種
類
お
よ
び

名
称
】
東
村
山
都
市
計
画

道
路
事
業
３
・
４
・　

号
２１

小
平
久
留
米
線
お
よ
び
東

村
山
都
市
計
画
道
路
事
業

３
・
４
・　

号
田
無
久
留

１２

米
線

　
【
事
業
地
】幸
町
２
丁
目
、幸
町

５
丁
目
、
小
山
４
丁
目
各
地
内

　
詳
し
く
は
道
路
計
画
課
☎
４
７

０
・
７
７
６
８
へ
。

新座市新座市 至清瀬至清瀬

至
ひ
ば
り
ヶ
丘

至
ひ
ば
り
ヶ
丘

西
武
池
袋
線

西
武
池
袋
線

東久留米市東久留米市

さいわい通り

（第１工区）
第３工区
（予定）

第２工区
（予定）
第２工区
（予定）

小
山
通
り

東久留米
市役所

郵便局

消防署

黒目川

東村山都市計画道路

3・4・13号線

東村
山都
市計
画道
路

3・4・
21号
線

東村
山都
市計
画道
路

3・4・
21号
線

東
村
山
都
市
計
画
道
路

3・4・12号
線

東
久
留
米
駅

事業区間

　
　
月　

日
（
土
）、　

月
１
日

１１

３０

１２

（
日
）
の
２
日
間
、
市
民
プ
ラ
ザ

で
「
第　
回
く
ら
し
フ
ェ
ス
タ
く

４８

る
め
」
を
開
催
し
ま
す
。
こ
れ
に

合
わ
せ
て
「
く
る
め
の
く
ら
し
作

品
展
」
の
作
品
を
募
集
し
ま
す
。

入
選
作
品
は
同
フ
ェ
ス
タ
で
展
示

し
、
最
優
秀
作
品
は
リ
ー
フ
レ
ッ

ト
な
ど
に
掲
載
し
ま
す
。
地
域
で

元
気
に
暮
ら
す
皆
さ
ん
の
絵
画
、

切
り
絵
、
ク
ラ
フ
ト
な
ど
オ
リ
ジ

ナ
ル
作
品
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
【
応
募
資
格
】市
内
在
住・在
勤・

在
学
の
方

　
【
作
品
テ
ー
マ
】「
ス
ポ
ー
ツ
」

（
好
き
な
ス
ポ
ー
ツ
、
応
援
し
た

い
ス
ポ
ー
ツ
、
思
い
出
の
ス
ポ
ー

ツ
な
ど
）

　
【
作
品
規
定
】１
人
１
点
▼
オ
リ

ジ
ナ
ル
の
未
発
表
作
品
▼
表
現
方

法
・
サ
イ
ズ
は
自
由
▼
展
示
困
難

な
も
の
は
不
可
▼
人
物
写
真
や

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
描
か
れ
た
も
の

は
不
可

　
申
し
込
み
は
９
月
６
日
（
金
）

ま
で
に
、
住
所
・
氏
名
（
フ
リ
ガ

ナ
）・
電
話
番
号
・
作
品
名
・
作
品

コ
メ
ン
ト
を
記
入
の
上
、
〒
２
０

３
儿
８
５
５
５
、
市
役
所
生
活
文

化
課
市
民
協
働
係
宛
て
郵
送
ま
た

は
同
係
（
市
役
所
２
階
）
へ
直
接

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　
詳
細
は
同
課
、
西
部
・
東
部
・

南
部
の
各
地
域
セ
ン
タ
ー
な
ど
で

配
布
す
る
案
内
ま
た
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
同
課
☎
４
７
０
・
７

７
３
８
へ
。

　
市
に
は
、
黒
目
川
と
落
合
川

（
一
級
河
川
）
を
中
心
に
、
そ
の

支
流
の 
立
野 
川
・

た
て
の

 
楊
柳
川 
・
西
妻

よ
う
り
ゅ
う

川
・ 
出
水 
川
・
弁
天
川
・
中
溝
川

で
み
ず

の
８
河
川
が
流
れ
て
い
ま
す
。
そ

の
水
質
は
、
水
質
基
準
項
目
で
あ

る
生
物
化
学
的
酸
素
要
求
量
（
Ｂ

Ｏ
Ｄ
）
の
値
が
減
少
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
以
前
に
比
べ
改
善
し
、

安
定
し
て
き
て
い
る
こ
と
が
わ
か

り
ま
す
。
一
方
で
、
河
川
に
大
量

の
油
が
浮
い
て
い
る
、
ペ
ン
キ
の

よ
う
な
液
体
が
流
れ
て
い
る
な
ど

の
水
質
異
常
事
故
も
残
念
な
が
ら

発
生
し
て
い
ま
す
。
河
川
の
水
質

汚
濁
防
止
に
つ
い
て
、
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◎
水
質
異
常
事
故
を
防
ぐ
た
め
に

　
油
や
ペ
ン
キ
な
ど
は
、
廃
液
が

出
な
い
よ
う
に
残
さ
ず
使
い
切
り

ま
し
ょ
う
▼
ペ
ン
キ
の
残
液
や
、

ハ
ケ
な
ど
を
洗
っ
た
汚
水
は
、
布

や
新
聞
紙
に
染
み
込
ま
せ
る
な
ど

し
て
、
廃
棄
物
と
し
て
適
切
に
処

理
し
ま
し
ょ
う
▼
洗
車
な
ど
は
洗

車
場
な
ど
で
行
い
、
洗
浄
排
水
が

河
川
に
流
れ
込
ま
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う

◎
水
質
異
常
事
故
な
ど
の
対
策
に

か
か
る
原
因
者
負
担

　
水
質
異
常
事
故
処
理
は
、
本
来
、

原
因
者
の
責
任
で
行
う
べ
き
も
の

で
す
が
、
被
害
の
拡
大
を
回
避
す

る
た
め
に
緊
急
か
つ
的
確
な
対
応

が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

河
川
管
理
者
そ
の
他
の
関
係
機
関

が
直
接
清
掃
な
ど
の
対
策
を
実
施

す
る
事
が
あ
り
ま
す
。

　
た
だ
し
、
河
川
管
理
者
な
ど
が

事
故
処
理
を
実
施
し
た
場
合
で

あ
っ
て
も
、
そ
の
措
置
に
要
し
た

費
用
や
経
費
は
、
原
因
者
が
負
担

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

◎
側
溝
に
流
し
た
水
は
直
接
川
に

流
れ
ま
す

　
東
久
留
米
市
は
、
道
路
排
水
と

生
活
排
水
を
流
す
管
が
区
別
（
分

流
式
下
水
道
）
さ
れ
て
お
り
、
道

路
雨
水
ま
す
や
側
溝
な
ど
に
汚
れ

た
水
を
流
し
て
し
ま
う
と
、
直
接

川
に
流
れ
出
て
し
ま
い
ま
す
。

◎
湧
水
や
河
川
を
守
る
た
め
に

　
地
表
面
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
や
ア

ス
フ
ァ
ル
ト
化
な
ど
に
よ
る
雨
水

の
地
下
浸
透
量
の
減
少
は
、
湧
水

や
河
川
の
水
量
に
影
響
を
与
え
ま

す
。
雨
水
浸
透
ま
す
は
、
屋
根
に

降
っ
た
雨
水
を
地
下
へ
戻
し
、
地

下
水
を 
涵
養 す
る
効
果
が
期
待
で

か
ん
よ
う

き
ま
す
。
市
内
の
豊
か
な
水
辺
環

境
を
保
全
す
る
た
め
皆
さ
ん
の
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◎
雨
水
浸
透
ま
す
設
置
補
助
金
制

度
　
【
申
請
対
象
者
】敷
地
が
１
０
０

０
平
方
丿
未
満
の
既
存
の
個
人
住

宅
（
新
築
、
増
築
な
ど
を
除
く
一

般
住
宅
）
を
所
有
す
る
方　

　
【
補
助
金
額
】設
置
状
況
に
よ
り
、

経
費
の
全
部
ま
た
は
一
部
を
補
助

し
ま
す

　
雨
水
浸
透
ま
す
の
設
置
を
希
望

す
る
方
は
、
市
指
定
下
水
道
工
事

店
（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
参
照
）
ま

た
は
環
境
政
策
課
☎
４
７
０
・
７

７
５
３
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
同
課
へ
。

　
市
で
は
、
市
内
観
光
の
出
発
地

点
と
な
る
東
久
留
米
駅
前
の
観
光

環
境
・
利
便
性
の
向
上
、
災
害
時

の
情
報
伝
達
手
段
の
一
助
と
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
、
富
士
見
テ

ラ
ス
周
辺
や
各
地
域
セ
ン
タ
ー
の

ロ
ビ
ー
な
ど
の
公
共
ス
ペ
ー
ス
や

市
内
店
舗
な
ど
で
、
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
な
ど

か
ら
、
利
用
料
・
通
信
料
が
無
料

で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接
続
で
き

る
公
衆
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
サ
ー
ビ
ス

「HigashikurumeFreeW
i-Fi

」

を
提
供
し
て
い
ま
す
。
ど
な
た
で

も
利
用
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

ご
利
用
く
だ
さ
い
。
協
力
店
舗

も
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
【
利
用
可
能
場
所
】東
久
留
米

駅
富
士
見
テ
ラ
ス
▼
西
部
・
南

部
・
東
部
の
各
地
域
セ
ン
タ
ー

▼
協
力
店
舗
＝Konhair&

ma
keatelier

（
前
沢
４
ノ　
ノ
１
、

３２

第
２
榎
本
ビ
ル
１
０
３
号
）
▼

H
A
IR
SA
L
O
N
laG
lycine

（
新
川
町
１
ノ
４
ノ　

、
セ

２３

ザ
ー
ル
東
久
留
米
駅
前
１
１
１

号
）
　
※
電
波
の
届
く
範
囲
や
強
さ

は
、
利
用
環
境
・
端
末
機
器
な

ど
に
よ
っ
て
異
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

　
【
利
用
方
法
】ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
な
ど
の
Ｗ
ｉ
‐
Ｆ
ｉ
を
有
効

に
し
て
、
Ｓ
Ｓ
Ｉ
Ｄ
を
選
択
す

る
と
、
１
回
に
つ
き　
分
ま
で

６０

１
日
何
回
で
も
利
用
で
き
ま
す

（
初
回
の
み
電
子
メ
ー
ル
ア
ド

レ
ス
な
ど
の
入
力
が
必
要
）。

ま
た
、「JapanConnected-fre

eW
i-Fi

ア
プ
リ
」（http://ww

w.ntt-bp.net/jcfw/use/ja/01
.html

）
を
経
由
し
た
接
続
方
法

も
あ
り
ま
す
。

　
詳
し
く
は
産
業
政
策
課
振
興

企
画
係
☎
４
７
０
・
７
７
４
３

へ
。

健
康
課
臨
時
職
員 

（

保

育

士

）

　
健
康
課
で
は　
月
１
日
以
降
に

１０

任
用
す
る
臨
時
保
育
士
を
募
集
し

ま
す
。

　
【
業
務
内
容
】保
育
士（
母
子
保

健
・
健
康
増
進
事
業
な
ど
に
お
け

る
保
育
業
務
）

　
【
募
集
人
数
】
若
干
名

　
【
任
用
期
間
】　
月
１
日
～
２
年

１０

３
月　
日
（
以
降
更
新
の
場
合
あ

３１

り
）
　
【
勤
務
場
所
】わ
く
わ
く
健
康
プ

ラ
ザ
（
滝
山
４
ノ
３
ノ　
）
１４

　
【
勤
務
日
数
】１
カ
月
当
た
り
２

日
～
４
日
程
度

　
【
資
格
】保
育
士
免
許
を
有
す
る

方
　
【
賃
金
】当
市
規
定
に
よ
る（
交

通
費
相
当
額
は
別
途
支
給
）

　
申
し
込
み
は
７
月　
日
（
金
）

２６

ま
で
に
、
履
歴
書
（
写
真
貼
付
）、

資
格
証
明
書
の
写
し
を
添
え
て
、

健
康
課
保
健
サ
ー
ビ
ス
係
（
滝
山

４
ノ
３
ノ　
、
わ
く
わ
く
健
康
プ

１４

ラ
ザ
内
）
へ
、
事
前
連
絡
の
上
、

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
採
用
は
書

類
選
考
と
面
接
の
上
、
決
定
し
ま

す
。
　
詳
し
く
は
同
係
☎
４
７
７
・
０

０
２
２
へ
。

子
育
て
支
援
課 

臨
時
職
員（
一
般
事
務
）

　
【
任
用
期
間
】６
カ
月（
更
新
の

場
合
あ
り
）

　
【
勤
務
日
】祝
日
を
除
く
月
曜
～

金
曜
日
の
原
則
週
５
日
間

　
【
勤
務
時
間
】午
前
８
時
半
～
午

後
５
時

　
【
業
務
内
容
】窓
口
対
応
、デ
ー

タ
入
力
、
資
料
作
成
な
ど

　
【
募
集
人
数
】
若
干
名

　
【
賃
金
】時
給
１
０
０
０
円（
交

通
費
相
当
額
は
別
途
支
給
）

　
申
し
込
み
は
履
歴
書
（
写
真
貼

付
）
を
子
育
て
支
援
課
（
市
役
所

２
階
）
へ
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

履
歴
書
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

　
詳
し
く
は
同
課
保
育
・
幼
稚
園

係
☎
４
７
０
・
７
７
４
５
へ
。

市

立

保

育

園 

（
パ
ー
ト
保
育
士
・ 

臨
時
保
育
士
・ 

臨
時
看
護
師
）

　
市
立
保
育
園
で
は
、
７
月
～
９

月
の
夏
休
み
の
期
間
中
、
日
中
・

朝
夕
の
パ
ー
ト
と
臨
時
保
育
士
、

臨
時
看
護
師
（
年
間
）
を
募
集
し

ま
す
。

①
パ
ー
ト
保
育
士

　
【
勤
務
時
間
】午
前
７
時
～
９
時

の
間
の
１
～
２
時
間
と
午
後
４
時

半
～
６
時
半
の
間
の
１
～
２
時
間

（
は
く
さ
ん
、
し
ん
か
わ
、
ち
ゅ

う
お
う
は
、
午
後
７
時
ま
で
）

　
【
賃
金
】
時
給
１
１
５
０
円

②
臨
時
保
育
士

　
【
勤
務
時
間
】午
前
８
時
半
～
午

後
５
時

　
【
賃
金
】
時
給
１
０
７
０
円

　
【
資
格
】保
育
士
免
許
を
有
す
る

方
ま
た
は
子
育
て
支
援
員
認
定
者

③
臨
時
看
護
師

　
【
勤
務
時
間
】午
前
８
時
半
～
午

後
５
時
。
週
２
～
３
日
程
度

　
【
賃
金
】
時
給
１
５
４
０
円

　
【
資
格
】
有
資
格
者

　
申
し
込
み
は
履
歴
書
（
写
真
貼

付
）
を
子
育
て
支
援
課
（
市
役
所

２
階
）
へ
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

登
録
制
の
た
め
履
歴
書
は
返
却
し

ま
せ
ん
。

　
詳
し
く
は
同
課
施
設
給
付
係
☎

４
７
０
・
７
７
４
０
へ
。

学
童
保
育
所
の 

職
員
募
集
説
明
会
を 

開

催

し

ま

す

　
学
童
保
育
所
に
勤
務
す
る
職
員

（
児
童
厚
生
員
）
を
募
集
し
ま
す
。

次
の
通
り
説
明
会
を
開
催
し
ま
す

の
で
、
興
味
の
あ
る
方
は
、
お
越

し
く
だ
さ
い
。

　
【
日
時
】
８
月
６
日
（
火
）
午
前

　
時
～　
時

１０

１１

　
【
会
場
】市
役
所
２
階
２
０
４
会

議
室
　
【
内
容
】学
童
保
育
所
に
つ
い
て
、

児
童
厚
生
員
（
嘱
託
員
・
臨
時
職

員
）
の
仕
事
の
内
容
、
応
募
資
格

な
ど
　
当
日
直
接
会
場
へ
。

　
詳
し
く
は
児
童
青
少
年
課
児
童

青
少
年
係
☎
４
７
０
・
７
７
３
５

へ
。

　
◎
児
童
手
当
＝
６
月
分
以
降
の

手
当
を
受
給
す
る
た
め
に
現
況
届

の
提
出
が
必
要
で
す

　
◎
医
療
費
助
成
制
度
＝
現
在
お

手
元
に
あ
る
乳
幼
児
・
義
務
教
育

就
学
児
医
療
証
の
有
効
期
間
は
９

月　
日
（
月
）
ま
で
で
す
。
平
成

３０
　
年
１
月
１
日
に
市
内
に
住
民
登

３１録
が
あ
る
方
に
は
、
有
効
期
間
が

　
月
１
日
（
火
）
か
ら
の
医
療
証

１０

を
９
月
下
旬
に
送
付
し
ま
す

　
た
だ
し
、
平
成　
年
１
月
２
日

３１

以
降
に
転
入
し
た
方
は
、
所
得
状

況
が
確
認
で
き
な
い
た
め
、
現
況

届
の
提
出
が
必
要
で
す
。
手
続
き

が
必
要
な
方
に
は
用
紙
を
送
付
し

て
い
ま
す
の
で
、
未
提
出
の
方
は

至
急
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
児
童
青
少
年
課
☎
４

７
０
・
７
７
３
６
へ
。

現況届が提出されないと…

６月分以降の
児童手当が

受けられません

１０月１日以降の
医療証の交付が
されません

の
あ
る
方
で
、
平
日
夜
間
の
会
議

に
出
席
で
き
る
方

　
【
任
期
】
２
年

　
【
報
酬
】市
条
例
の
規
定
に
よ
り

支
給
　
申
し
込
み
は
７
月　
日
（
金
）

２６

午
後
５
時
ま
で
に
（
必
着
）、「
子

ど
も
・
子
育
て
会
議
市
民
委
員
公

募
」
と
明
記
し
、
住
所
・
氏
名
・

年
齢
・
職
業
・
電
話
番
号
を
記
入

の
上
、「
私
が
考
え
る
子
育
て
観
」

を
テ
ー
マ
に
、
自
身
の
体
験
や
考

え
方
、
意
見
な
ど
を
８
０
０
字
程

度
に
ま
と
め（
様
式
は
自
由
）、〒

２
０
３
儿
８
５
５
５
、
市
役
所
子

育
て
支
援
課
宛
て
郵
送
、
電
子

メ
ー
ル
（kosodateshien@

city.h
igashikurume.lg.jp

）で
送
信
、ま

た
は
直
接
同
課
（
市
役
所
２
階
）

へ
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、

提
出
さ
れ
た
書
類
は
返
却
し
ま
せ

ん
。
　
※
応
募
書
類
を
基
に
選
考
し
、

結
果
を
通
知
し
ま
す
。

　
詳
し
く
は
同
課
子
ど
も
政
策
担

当
☎
４
７
０
・
７
７
４
０
へ
。

　
東
久
留
米
市
子
ど
も
・
子
育
て

会
議
で
は
、
子
育
て
支
援
の
施
設

事
業
者
や
施
設
利
用
者
を
は
じ
め
、

学
識
経
験
者
、
関
係
行
政
機
関
の

職
員
な
ど
と
共
に
、「
市
の
子
ど

も・子
育
て
支
援
に
関
す
る
施
策
」

に
係
る
事
項
な
ど
を
審
議
し
ま
す
。

　
【
募
集
人
数
】
２
人

　
【
応
募
資
格
】市
内
在
住
で
満　
１８

歳
未
満
の
お
子
さ
ん
が
い
る
保
護

者
、
ま
た
は
子
育
て
支
援
に
関
心

　
認
証
保
育
所
は
、
都
の
設
置
基

準
を
満
た
し
、
安
全
や
衛
生
に
十

分
配
慮
し
な
が
ら
運
営
し
て
い
ま

す
。
企
業
主
導
型
保
育
施
設
は
、

働
き
方
に
応
じ
た
多
様
で
柔
軟
な

保
育
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
、
内

閣
府
の
定
め
る
基
準
を
満
た
し
た

施
設
で
す
。
利
用
を
希
望
す
る
方

は
、
直
接
各
施
設
へ
問
い
合
わ
せ

の
上
、
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い

（
左
表
１
参
照
）。

一
時
預
か
り
を 

利
用
し
ま
せ
ん
か

　
保
護
者
の
就
労
・
通
学
・
疾
病
・

出
産
・
看
護
・
介
護
・
冠
婚
葬
祭

な
ど
の
た
め
、
家
庭
で
の
養
育
が

困
難
な
場
合
に
、
週
３
日
を
限
度

と
し
て
利
用
で
き
ま
す
。
対
象
は

市
内
の
集
団
保
育
可
能
な
満
１
歳

以
上
で
就
学
前
の
児
童
で
す
。
利

用
に
際
し
て
は
、
事
前
に
登
録
や

健
康
診
断
な
ど
が
必
要
に
な
り
ま

す
の
で
、
直
接
実
施
保
育
園
へ
問

い
合
わ
せ
の
上
、
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
（
左
表
２
参
照
）。

地
域
活
動
事
業
に 

参
加
し
て
保
育
園
を 

体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か

　
各
保
育
園
で
は
、
地
域
に
開
か

れ
た
保
育
園
を
目
指
し
、
子
育
て

中
の
親
子
が
遊
び
に
来
て
、
一
緒

に
参
加
で
き
る
保
育
園
行
事
を
計

画
し
て
い
ま
す
。
保
育
園
児
と
の

交
流
や
、
同
年
齢
の
子
ど
も
を
持

つ
お
母
さ
ん
同
士
の
交
流
、
お

し
ゃ
べ
り
な
ど
、
楽
し
い
１
日
を

過
ご
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た

は
各
保
育
園
へ
。

お
問
い
合
わ
せ

　
詳
し
く
は
子
育
て
支
援
課
施
設

給
付
係
☎
４
７
０
・
７
７
４
５
へ
。

　
新
聞
・ 
雑
紙 ・
段
ボ
ー
ル
・
古

ざ
つ
が
み

布
・
ア
ル
ミ
缶
な
ど
は
、
家
庭
か

ら
出
さ
れ
る
ご
み
の
中
で「
資
源
」

と
し
て
再
利
用
で
き
る
も
の
で
す
。

市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
で
組
織

す
る
団
体
が
、
こ
の
よ
う
な
資
源

ご
み
を
市
が
指
定
す
る
再
生
資
源

取
扱
業
者
に
引
き
渡
し
た
場
合
、

そ
の
回
収
量
に
応
じ
て
報
奨
金
を

交
付
す
る
資
源
集
団
回
収
報
奨
金

制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。
今
回
は
、

平
成　
年
８
月
～
令
和
元
年
７
月

３０

に
実
施
し
た
資
源
集
団
回
収
を
対

象
に
報
奨
金
の
交
付
申
請
を
受
け

付
け
ま
す
。

　
【
対
象
団
体
】市
内
在
住
の
方
で

構
成
す
る
自
治
会
・
子
ど
も
会
・

婦
人
会
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
な
ど

　
【
報
奨
金
交
付
額
】回
収
実
績
量

に
応
じ
て
１
丼
乘
当
た
り
９
円

　
【
申
請
受
付
期
間
】
８
月
１
日

（
木
）
～
８
日
（
木
）
の
午
前
９

時
～　
時
半
と
午
後
１
時
～
４
時

１１

半
（
た
だ
し
４
日
〈
日
〉
を
除
く
）

　
【
申
請
会
場
】市
役
所
５
階
５
０

２
会
議
室
。
８
月
３
日
（
土
）
の

み
、
ご
み
対
策
課
（
八
幡
町
２
ノ

　
ノ　
）

１０

１０

　
【
必
要
書
類
】回
収
業
者
か
ら
の

東
久
留
米
市
集
団
回
収
実
施
報
告

書
▼
代
表
者
の
認
め
印
（
ス
タ
ン

プ
式
不
可
）
▼
振
込
先
の
金
融
機

関
の
通
帳
（
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
の
場

合
は
店
名
の
数
字
と
７
ケ
タ
の
口

座
番
号
が
必
要
）
▼
団
体
が
確
認

で
き
る
規
約
ま
た
は
名
簿
な
ど

　
【
ご
注
意
】必
ず
代
表
者
の
印
鑑

を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
申
請
に

来
る
方
の
印
鑑
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

必
要
書
類
な
ど
に
不
備
が
あ
る
と
、

受
け
付
け
で
き
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す
。

　
※
報
奨
金
交
付
申
請
用
紙
一
式

は
、
申
請
会
場
で
配
布
し
て
い
ま

す
。
な
お
、
申
請
書
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
取
得
で
き
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
ご
み
対
策
課
☎
４

７
３
・
２
１
１
７
へ
。

◎
つ
い
て
い
ま
す
か
？
「
住
宅
用

火
災
警
報
器
」

　
住
宅
用
火
災
警
報
器
は
火
災
を

早
期
に
見
つ
け
、
あ
な
た
と
家
族

の
命
を
守
り
ま
す
。
死
者
が
発
生

し
た
住
宅
火
災
の
約
６
割
が
、
住

宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
し
て
い

な
い
お
宅
で
し
た
。
も
し
、
あ
な

た
の
お
宅
に
住
宅
用
火
災
警
報
器

が
設
置
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
れ

ば
、
万
が
一
の
火
災
に
備
え
、
住

宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
し
ま

し
ょ
う
。
住
宅
用
火
災
警
報
器

は
、
す
べ
て
の
住
宅
に
設
置
が

義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
住
宅
用
火
災
警
報
器

の
寿
命
は　
年
程
度
で
す
。　

１０

１０

年
を
目
安
に
交
換
す
る
こ
と
を

お
す
す
め
し
ま
す
。

◎
住
ま
い
の
防
火
防
災
診
断

　
都
内
で
は
、
昨
年　
月
以
降
、

１２

住
宅
火
災
で
多
く
の
方
が
亡
く

な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
亡
く

な
っ
た
方
の
約
半
数
は
、　

歳
６５

以
上
の
高
齢
者
で
す
。
東
久
留

米
消
防
署
で
は
、
住
宅
火
災
に

よ
る
死
者
を
防
ぎ
、
地
震
に
よ

る
被
害
を
減
ら
す
た
め
、
消
防

職
員
が
高
齢
者
や
障
害
の
あ
る

方
を
訪
問
し
、
火
災
や
地
震
に

備
え
た
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
っ
て

い
ま
す
。
診
断
時
間
は
約
１
時

間
で
、
費
用
は
無
料
で
す
。
ご

希
望
の
方
は
、
お
気
軽
に
同
消

防
署
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
東
久
留
米
消
防
署

警
防
課
防
災
安
全
係
☎
４
７

１・０
１
１
９
（
内
線
３
１
１
）

へ
。

　
も
う
す
ぐ
夏
休
み
で
す
。
子
ど

も
た
ち
は
心
身
共
に
生
き
生
き
と

し
、
行
動
範
囲
も
広
が
り
ま
す
。

し
か
し
、
ち
ょ
っ
と
し
た
気
の
緩

み
か
ら
非
行
に
走
っ
た
り
、
危
険

な
こ
と
に
出
遭
っ
た
り
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
夏
休
み
中
の
７
月　
２２

日
（
月
）
～
８
月　
日
（
火
）
を

２７

夏
の
強
調
期
間
と
し
て
「
愛
の

ひ
と
声
運
動
」
を
実
施
し
ま
す
。

　
こ
の
運
動
は
、
各
中
学
校
地

区
青
少
年
健
全
育
成
協
議
会
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
を
は
じ
め
、
関

係　
団
体
で
実
施
委
員
会
を
組

２９
織
し
、
各
中
学
校
地
区
単
位
実

行
委
員
会
が
街
頭
活
動
や
啓
発

用
ポ
ス
タ
ー
な
ど
に
よ
り
、
青

少
年
の
健
全
育
成
を
呼
び
掛
け

る
も
の
で
す
。

　
地
域
の
皆
さ
ん
の
参
加
・
協

力
が
あ
っ
て
こ
そ
、
成
果
を
上

げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
身
近

な
と
こ
ろ
で
、
励
ま
し
や
ね
ぎ

ら
い
の
言
葉
、
時
に
は
注
意
の

言
葉
な
ど
、
愛
の
ひ
と
声
を
お

願
い
し
ま
す
。

　
詳
し
く
は
児
童
青
少
年
課
児

童
青
少
年
係
☎
４
７
０
・
７
７

３
５
へ
。

表１　認証保育所一覧

定員電話番号所在地名称区分

３０人４７５・０７７０東本町１５－２、ブランシール
第３東久留米１階東久留米プチ・クレイシュ

A型
４０人４５１・７１３８南沢５－１７－６２、

イオンモール内ぽけっとランド南沢

１９人４７２・４１１３本町３－９－１、日神
パレステージ東久留米１０２－２BunBun保育園企業

主導型
※保育対象年齢は、認証保育所Ａ型が０歳～就学前、企業主導型が０歳～２歳。

表２　一時預かり（一時保育）実施保育園一覧
時間電話番号所在地保育園

午前９時～午後５時４６３・６６５５ひばりが丘団地８－１０公設民営ひばり保育園

午前８時半～午後５時４７７・１３５９上の原１－２－４４公設民営上の原さくら保育園

午前８時半～午後４時半４７３・１０００大門町１－３－４私立久留米みのり保育園

午前９時～午後５時４７３・３９７１下里４－１－２１私立あそか保育園

午前８時半～午後５時４７４・２９７７下里７－８－２０私立下里しおん保育園

午前９時～午後５時４７２・２５２１東本町１－８、
Emio東久留米１階私立Ｎｉｃｏｔ東久留米

午前９時～午後５時４５１・７３７３南町１－８－５１私立わらべみなみ保育園

午前８時半～午後４時半４７９・４０００前沢１－４－３５私立かたばみ保育園

午前８時半～午後５時４２０・９７８１幸町１－２１－１４私立東久留米おひさま保育園

午前８時半～午後４時半４２０・１１４７中央町２－３－５７私立こでまり保育園

午前９時～午後５時４７０・８７７８幸町１－１－２４私立わらべ東久留米保育園

※費用はいずれも、１日＝２,０００円、半日＝１,０００円。

子
育
て
中
の
皆
さ
ん
を

応
援
し
ま
す

東
久
留
米
市
子
ど
も
・
子
育
て
会
議
の

市
民
委
員
を
募
集
し
ま
す

児
童
手
当
、
乳
幼
児

児
童
手
当
、
乳
幼
児
・・

義
務
教
育
就
学
児
医
療
費
助
成
制

義
務
教
育
就
学
児
医
療
費
助
成
制
度度

現
況
届
の
提
出
は
お
済
み
で
す

現
況
届
の
提
出
は
お
済
み
で
す
かか

河
川
の
水
質
汚
濁

河
川
の
水
質
汚
濁
をを

防
止
す
る
た
め

防
止
す
る
た
め
にに

消
防
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

東
３
・
４

東
３
・
４
・・　

号
線
の

号
線
の

２１２１

事
業
認
可
を
取
得
し
ま
し

事
業
認
可
を
取
得
し
ま
し
たた

資
源
集
団
回
収
報
奨
金（
前
期
分
）の

交
付
申
請
を
受
け
付
け
ま
す

第　

回
く
ら
し
フ
ェ
ス
タ
く
る
め

４８
～
く
る
め
の
く
ら
し
作
品
展
作
品
募
集
～

青
少
年
健
全
育
成
の
呼
び
か
け
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

愛
の
ひ
と
声
運

愛
の
ひ
と
声
運
動動

子
ど
も
の
安
全
を
地
域
で
守
ろ

子
ど
も
の
安
全
を
地
域
で
守
ろ
うう

か
け
こ
み
ハ
ウ
ス
に
ご
協
力
く
だ
さ

か
け
こ
み
ハ
ウ
ス
に
ご
協
力
く
だ
さ
いい

公
衆
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
（
W
i
‐
F
i

公
衆
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
（ 
W
i
‐
F
i 
））

ワ
イ
フ
ァ
イ

サ
ー
ビ
ス
を
ご
利
用
く
だ
さ

サ
ー
ビ
ス
を
ご
利
用
く
だ
さ
いい

～
協
力
店
舗
も
募
集
し
ま
す
～


